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AIST歩行属性判定システムによる日常生活歩行計測

開発経緯

AIST 歩行属性判定システムHOLMES は、様々な世代の方々が、ご自身の歩き方に関心を持るきっかけにしたいと考えて開発しています。
歩行は、人間にとってもっとも基本的な移動様式です。ただ歩くだけのことではありますが、歩き方によっては見た目の印象（カッコイイ
歩き方、だらしない歩き方など）や、機能面（疲れやすさ、転びやすさなど）に明確な違いがでます。

HOLMES2020 では、日常生活歩行について、加工していない生データを取得することができます。これによってさまざまな観点での分析
が可能となります。このポスターでは、HOLMES2020 の機能について紹介します。

HOLMES2019によって皆様が、ご自身の歩き方に関心を持つきっかけとなり、その結果これまでよりもご自身に合った歩き方の習得に
つながれば、人間の歩行の研究者としてうれしく思います。
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